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図2:モース
同一の作用面間での量子拡散をとりいれ､3枚の作用面を重ね合わせた数値計算の結果
を示す｡図1はV=0で300ステップ後､図2はモースポテンシャルで25ステップ後の波
動関数の状態を示した｡実線が本研究で得られた半古典波束､破線は､同じ初期状態から
量子波束計算で時間発展させて得られる波動関数である｡どちらの場合も量子波束計算の
波動関数とよい一致を見せているので､y軸の原点をずらしてプロットしてある｡ 実際に
は､V=0のときは10-5程度で､モースポテンシャルの時は10~2程度で一致している｡
波動関数を表現するのに十分な幅を持ってトラジェクトリー が分布している間は､上で
示した半古典波束と量子波束計算の波束は良い一致を見せている｡しかし､トラジェクト
リー の分布が十分でなくなると､上記の半古典波束は崩壊してしまう｡今後､作用面間の
拡散を含め､研究を進めていくことが必要である｡
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